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ガバナーご挨拶

　新型コロナウイルス感染症の第５波は急速に消滅
しようとしている。その理由として、ワクチン接種者が
あっという間に米国や英国を凌ぐ数となったことが
あげられる。しかし、それだけではワクチン接種者が
多い国の感染者数と整合性がとれない。どうも今年
の初め頃に取りざたされたFactor Xと言われる、何
か見えない日本特有の理由がありそうだ。
　そこに、日本人が持つ、よく言えば仲間意識、協
調、悪く言えば他人を気にする意識があるのかもし
れない。おそらく、ほぼ全国民がマスクをし、感染対
策をまじめに実行する国はないかもしれない。
　第100代の日本国総理大臣に就任した岸田文雄
氏は10月８日の所信表明演説で、「早く行きたけれ
ば一人で進め。遠くまで行きたければ、みんなで進
め」とのアフリカのことわざを引用し、「分断から協調
へ」の理念を強い口調でアピールした。
　一方、ほぼ時を同じくして10月５日、2021年ノーベル
物理学賞を受賞した米国プリンストン大学上級研究
員の真鍋淑郎氏は、国籍を変更した理由について、
「日本の人々は、いつもお互いのことを気にしている。
調和を重んじる関係性を築くから」と述べ、「アメリカ
では、他人の気持ちを気にする必要がありません。私

国際ロータリー第2610地区ガバナー

神野　正博 （七尾RC）

ロータリー財団月間に寄せて～日本の協調と奉仕の親和性
　

も他人の気持ちを傷つけたくはありませんが、私は
他の人のことを気にすることが得意ではない」と
して、「私はまわりと協調して生きることができない。
それが日本に帰りたくない理由の一つです」とし
た。この世界トップの研究者、真鍋氏の発言は、岸田
総理の「協調」路線と真逆を行く。
　ロータリーも思想的には、発祥国・米国のものが
主流だろう。だから、one profit best who serve best
（もっともよく奉仕するもの、もっとよく報われる）と単
数形であり、複数形の協調ではない。ロータリーの活
動が、地域に限局していた初期には、一人ひとりの
奉仕で充分であったかもしれない。それが、ポリオプ
ラスをはじめとした国際的な奉仕事業の開始ととも
に、その規模も大きくなり、複数の協調が必要になっ
てきた。そこで、その原資たるロータリー財団だ。一人
では、到底できない事業を協調によることで実現可
能とするものだ。
　R＆Dの世界は、世界の誰もやらないことを工夫
し、発見する必要がある。しかし、奉仕の世界は、
みんなで遠くを目指すべきだろう。ロータリーの中で、
協調することを得意とするわれわれ日本のロータリアン
が世界の範になる時なのかもしれない。

・　・　・　・　・　・



Governor’s Monthly Letter 2021-2022

3

　去る９月12日に、2022-2023年に派遣する交換留学生の
筆記試験と面接を金沢市内の会場にて実施致しました。
コロナ禍ということで、神野ガバナーにはZOOMにてご挨拶を
頂きました。
結果は、応募者６名全員合格と昨年合格して今年にスライドし
た１名の合わせて７名が来年７月以降に留学することになりま
す。しかしながら、全世界的なコロナ禍で2022年７月以降に本当
に留学できるかどうかハードルは高い状況です。

　①RIの理事会で2022年７月以降のプログラム再開が決定
　　される事
　②日本及び相手国が留学生のVISAを発給する事
　③交換留学生をホストしてくれる海外の地区ロータリーが見
　　つかるかどうか

　上記の課題が最低限クリアーされなければ、現実問題として
交換留学は出来ません。少しでも早くコロナ禍が終息すること
を祈るばかりです。

国際青少年交換委員会委員長
　中田 吉則 (金沢東RC)

　10月10日（日）石川県地場産業振興センターにて年度２回
目の委員会を対面式にて開催いたしました。神野ガバナー、
地区副幹事にもご参加いただき年度行事についての報告と
海外研修の開催可否について審議いたしました。

　１）オーストラリア海外研修（2022年３月開催予定）について
　　は、この時期までのコロナ収束が見通せないこと、生徒の
　　安全確保についてご両親の理解を得られないことを理由
　　に残念ながら中止とすることを決定しました。
　2）代替え事業として「インターアクターと米山奨学生の交流
　　会」を米山委員会のご賛同を得て開催することとしました。
　　（2022年１月開催予定）インターアクターが奨学生のスピー
　　チを聞き、質疑応答を通じて見識を広げ、将来を考える
　　一助となることを目的としました。開催方法や次第につい
　　ては今後委員会で打ち合わせしていきます。

　対面式の委員会開催はZOOM開催と比較して参加者の
意見が活発で議論も早く進むと感じられました。（記：副委員長 
南志郎）

インターアクト委員長
　才高 人思 (高岡RC)

「第２回IA委員会」・「IA年次大会」・「11/5～のインターアクト週間」「第２回IA委員会」・「IA年次大会」・「11/5～のインターアクト週間」

　IA年次大会につきましては、蔓延防止措置が実施された
ため、両県教育委員会より部活動原則中止の方針が打ち出さ
れました。慎重に協議した結果、今年度は「文書開催」に変更
して開催しました。ホストの飯田高等学校、スポンサークラブの
珠洲RCさんは大変ご苦労され、最後まで事業を遂行された
ことに感謝申し上げます。致し方ありませんが、リアルあるいは
オンラインで開催が出来なかったことは大変残念なことでした。
　11月５日～インターアクト週間が始まります。各校のインター
アクトクラブ活動報告書から、昨年度と比較しますと、少しずつ
奉仕活動が再開されているように感じました。コロナ禍の中で
も、学生が創意工夫し活動されていることが伺えます。10月～
12月はロータリークラブとの合同ボランティア活動や例会での
交流などが多く実施される
時期であります。今後なお
一層インターアクトクラブが
有意義な活動を行えるよう
に、ロータリアンの皆様方の
ご支援・ご協力をお願い
申し上げます。

第２回地区国際青少年交換委員会・2022-23派遣交換留学生選考会第２回地区国際青少年交換委員会・2022-23派遣交換留学生選考会
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　1964-65年度RI理事会と管理委員会
は、毎年11月15日を含む１週間を「ロー
タリー財団週間」、その後1983-84年度に
11月を「ロータリー財団月間」と定めました。
財団の奨学金事業及び人道的諸事業に
付いての知識と理解を深め、財団の推進

に役立つプログラムを実施する月と定義されています。今般月
信への寄稿機会を頂きましたので「ロータリー財団年間収支」
と「新しい重点分野」に付いて皆様にご紹介させて頂きたい
と思います。

【2019-20年度 寄付総額：4億860万ドル(約450億円)】
（内訳）年次基金1億2360万ドル、恒久基金3930万ドル、
　　　ポリオプラス基金１億3290万ドル、その他4300万ドル、
　　　恒久基金への新たな誓約合計5280万ドル、
　　　ポリオプラスへの繰入1700万ドル

【2019-20年度 総支出額：3億6200万ドル(約400億円)】
（内訳）ポリオプラス１億5180万ドル、
　　　ロータリー平和センター450万ドル、
　　　地区補助金3360万ドル、グローバル補助金9560万ドル、
　　　災害救援補助金840万ドル、プログラム運営2000万ドル

国際ロータリー第2610地区財団委員会委員長
　八木 圭一朗 (金沢RC)

ロータリー財団月間についてロータリー財団月間について

　皆様から頂いた寄付の91％が各種プログラム授与並びに
運営費として支出しており、残り9％は寄付推進に1900億ドル、
一般管理運営に1400億ドルとなっております。寄付の殆どが
プログラムの実施に利用されている事がご理解頂けると思い
ます。
　最後に、ロータリーの奉仕プログラムはロータリーの重点分野
に合致している事が求められます。「平和と紛争予防・紛争解
決」、「疾病予防と治療」、「水と衛生」、「母子の健康」、「基本的
教育と識字率向上」、「経済と地域社会の発展」。以上の６つに
加え2021年７月より「環境の保全」が加わる事となりました。身近
な奉仕活動として捉えて頂き、皆様の地域のより良き発展に
貢献されます事を期待しております。

　このセミナーでは、地区研修リーダーが、
クラブと地区の次年度リーダー研修にお
いて、如何にガバナーエレクトを支援すべ
きかを学びます。
　次期リーダーの研修は、概ね以下の研
修会を通じて行われますので、対象者の

ご出席をお願い致します。

　１）地区チーム研修会：地区役員、各委員会委員長等を対象
　　とした研修で、当地区では、1月に開催される国際協議会
　　からのガバナーエレクト帰国直後に開催されます。

2022-23年度地区研修リーダー
若林 啓介 (富山RC)

2022-23年度の地区研修リーダーのためのセミナー2022-23年度の地区研修リーダーのためのセミナー

　2）会長エレクト研修セミナー（PETS）：次年度クラブ会長が
　　各自の役割について学びます。当地区では、例年３月に
　　開催されています。
　3）地区研修・協議会：会長エレクトがPETSで学んだことを
　　基に指導力を強化し、他の次期クラブリーダーが、各自の
　　役割について学ぶとともに次年度の目標を確認します。
　　当地区では、4月に開催されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



ガバナーエレクト
黒川 伸一 (富山南RC)

ガバナーエレクト研修セミナーガバナーエレクト研修セミナー

　９月13日14日と、本来は対面式で行われ
るはずの、ガバナーエレクト研修＃1（GETS
＃1）は全てZoom配信で行われました。
2021年度研修チームリーダーの東京飛火
野RC水野 功氏のリードの基、初日地区の
モチベーションを引き出す、リーダーシップ

を引き出すの２セッション、そして、パートナーセッションとして、
私の妻も34地区のパートナーと一緒に取り組んでもらいました。
　夕方からは懇親会と言う事で、Zoom上ではありましたが、
33地区の同じエレクト同士や、各研修リーダーの皆さんとの懇親
も深まりました。
　２日目からは、より実践的な計画から行動計画の立案から、
クラブの支援と結成、そして分科会ではより具体的に、ロータリー
のブランドとストーリーを広める事や、ロータリー財団とともに
インパクトをもたらすなど、ガバナーとしての地区での働きについ
て学びの時間が貴重でした。

　事前に、マイロータリーからラーニングセンターにある、地区
ガバナーの基本、同中級、同上級、画面上はありますが、ここ
でもガバナーとしての心得的な事をより実践的に率的に学べる
事が素晴らしいと感じました。
　また、研修に携わる多くのパストガバナーの方 も々、どなたも
一生懸命に伝えようとする心が伝わって、とても素晴らしい時
間でした。
　この後、12月にGETS#2として、来年１月に米国フロリダの
オーランドにおける国際協議会での準備としての研修を行い、
世界初の女性RI会長となるジェニファー・ジョーンズ氏のRI方針
を聞くために渡米し、最終的な研修を受け、次年度私の地区
方針を決定し、2610地区のメンバーの皆さんとより素晴らしい
地区内クラブを目指して行きたいと考えますので、ご協力をお
願いします。
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ロータリー研究会第50回記念講演会ご案内ロータリー研究会第50回記念講演会ご案内
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朝       日 25 
11 
26 
5 
25 
24 
26 
142 
20 
18 
14 
97 
73 
56 
78 
53 
62 
48 
519 
33 
6 
42 
10 
73 
63 
52 
279 
39 
14 
44 
36 
45 
36 
41 
255 

25 
11 
26 
5 
25 
23 
27 
142 
20 
19 
14 
101 
75 
56 
79 
54 
67 
48 
533 
33 
13 
41 
10 
75 
64 
52 
288 
39 
14 
44 
38 
44 
35 
40 
254 

0 
0 
0 
0 
0 
-1 
1 
0 
0 
1 
0 
4 
2 
0 
1 
1 
5 
0 
14 
0 
7 
-1 
0 
2 
1 
0 
9 
0 
0 
0 
2 
-1 
-1 
-1 
-1 

2 
5 
4 
0 
1 
1 
4 
17 
1 
4 
1 
2 
0 
1 
11 
6 
0 
6 
32 
0 
1 
3 
3 
2 
0 
6 
15 
3 
1 
2 
3 
0 
3 
2 
14 

2 
5 
4 
0 
1 
1 
4 
17 
1 
4 
1 
2 
0 
1 
11 
6 
0 
6 
32 
0 
1 
2 
3 
2 
0 
6 
14 
3 
1 
2 
4 
0 
3 
2 
15 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
-1 
0 
0 
0 
0 
-1 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
1 

河       北 19 
25 
126 
99 
109 
53 
431 
35 
34 
37 
41 
50 
44 
40 
281 
69 
24 
27 
48 
31 
32 
51 
20 
302 
27 
14 
8 
46 
50 
18 
11 
174 
13 
39 
17 
16 
28 
113 

19 
25 
127 
104 
113 
53 
441 
36 
34 
37 
42 
52 
46 
40 
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69 
24 
27 
49 
33 
32 
51 
20 
305 
26 
14 
8 
48 
52 
18 
11 
177 
13 
39 
17 
16 
27 
112 

0 
0 
1 
5 
4 
0 
10 
1 
0 
0 
1 
2 
2 
0 
6 
0 
0 
0 
1 
2 
0 
0 
0 
3 
-1 
0 
0 
2 
2 
0 
0 
3 
0 
0 
0 
0 
-1 
-1 

0 
2 
0 
9 
0 
5 
16 
5 
5 
13 
3 
9 
6 
6 
47 
5 
7 
2 
5 
5 
4 
1 
1 
30 
0 
0 
0 
0 
1 
1 
1 
3 
3 
2 
0 
2 
3 
10 

0 
2 
0 
10 
0 
5 
17 
5 
5 
13 
3 
9 
7 
6 
48 
5 
7 
2 
6 
5 
4 
1 
1 
31 
0 
0 
0 
0 
1 
1 
1 
3 
3 
2 
0 
2 
3 
10 

0 
0 
0 
1 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
0 
0 
1 
0 
1 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

黒       部 河  北  南
黒部中央 金       沢
入       善 金  沢  東
宇  奈  月 金沢香林坊
魚       津 金  沢  南
魚  津  西 ６ Ｒ Ｃ
７ Ｒ Ｃ 白　　　山
越中八尾 白山石川
上       市 金沢百万石
立       山 金  沢  北
富       山 金沢みなと
富山ｼﾃｨｰ 金  沢  西
富  山  南 野  々  市
富山みらい ７ Ｒ Ｃ
富  山  中 加       賀
富  山  西 加賀中央
富山大手町 加賀白山
10Ｒ Ｃ 小       松
射       水 小  松  東
東となみ 小松シティ
新       湊 能       美
新湊中央 山       中
高       岡 ８ Ｒ Ｃ
高岡万葉 羽       咋
砺       波 中能登まほろば

７ Ｒ Ｃ 中       島
氷       見 七       尾
氷見中央 七尾みなと
南       砺 志       賀
小  矢  部 富       来
小矢部中 ７ Ｒ Ｃ
高  岡  北 穴       水
高  岡  西 能       都
７ Ｒ Ｃ 珠       洲

内       浦
輪       島
5  Ｒ Ｃ

2,539 43 184 187 3

石
川
第
３
グ
ル

プ
石
川
第
４
グ
ル

プ

64ＲＣ合計 2,496 

月末 増減 期初 月末 増減

石
川
第
１
グ
ル

プ
A

石
川
第
１
グ
ル

プ
B

石
川
第
２
グ
ル

プ

月末 増減 期初 月末 増減 期初

グ
ル

プ

クラブ名
会員数 内女性会員 グ

ル

プ

クラブ名
会員数 内女性会員

期初

富
山
第
１
グ
ル

プ

富
山
第
２
グ
ル

プ

富
山
第
３
グ
ル

プ

富
山
第
４
グ
ル

プ

南       砺 1 
4 
7 
10 
1 
4 
27 

1 
4 
7 
12 
1 
4 
29 

0 
0 
0 
2 
0 
0 
2 

0 
1 
3 
3 
0 
1 
8 

0 
1 
3 
3 
0 
1 
8 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

砺       波
金  沢  東
金       沢
小       松
珠       洲
６ Ｒ Ｃ

月末 増減 期初 月末 増減
RAC名

会員数 内女性会員

期初



年間行事予定（11月・12月）
2021年10月末日現在
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R財団 寄付者

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

高岡
高岡
志賀

1回
 1回
1回

 加茂　輝隆
島　　尚之
末吉　　大

９月30日
９月30日
９月10日

会員異動
入会

富山
魚津 
金沢
金沢
金沢
金沢東
金沢東
金沢みなと
金沢みなと
山中

山本　　覚
小池　　宏
奥田　慎治
永井　幸樹
根津　正彦
石野　信治
林　　寛子
山崎　　学
室屋　和菜
細川順一朗

９月28日
９月10日
９月15日
９月15日
９月15日
９月13日
９月13日
９月14日
９月14日
９月７日

退会

魚津
富山
新湊
高岡
高岡北
高岡西
金沢香林坊
山中
羽咋

魚津　悟司
山岡　昭一
紅粉　広恵
稲田　祐治
藤井　　均
小竹　由則
東　　正人
水野　　豪
市村　昭治

９月10日
９月30日
９月30日
９月30日
９月25日
９月30日
９月15日
９月30日
９月21日

Ｒ米山記念奨学会 寄付者
米山功労者

金沢西 1回本多　温史 ９月22日

市村   昭治 会員
羽咋RC
2021.9.21（享年93歳）
村昭繊維工業㈱ 取締役会長
ﾛｰﾀﾘｰ歴48年
ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞー

ご冥福をお祈りいたします

RI

ポール・ハリス・フェロー

高岡
高岡
高岡

 勝山　英和
石﨑　仁康
山岡　弘之

９月30日
９月30日
９月30日

米山功労法人 寄付者
クラブ扱い特別寄付

高岡 ８月 24日クラブ寄付
　　　456,000円

メジャードナー

高岡  山本　　毅 ９月30日




